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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

　

５
月
20
日
、
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ

マ
ラ
ソ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
陸

上
競
技
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
作

る
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
で
す
。
距

離
・
年
齢
・
性
別
に
よ
っ
て
分
け
ら

れ
た
27
の
種
目
に
、
市
内
外
か
ら
約

１
３
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
を

中
心
と
し
た
３
km
・
10

km
の
２
つ
。

特
に
10
km
コ
ー
ス
は
、
連
続
す
る
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
水
俣
の
海
の
眺
望
が

特
徴
の
、
走
り
ご
た
え
の
あ
る
も
の

で
す
。
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
経

験
者
の
吉
松
千
草
さ
ん
、
市
出
身
の

元
バ
レ
エ
シ
ャ
ン
ブ
ル
ウ
エ
ス
ト
バ
レ

リ
ー
ナ
・
本
多
真
佑
子
さ
ん
の
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
一
般
参
加
者
と

一
緒
に
走
り
を
楽
し
ん
だ
他
、
レ
ー

巻頭フォトリポート　潮風とバラの香りに包まれる快走路

第５回 みなまたローズマラソン

１_ 一斉にスタート！　２_ 楽しんだ人が一等賞♪
３・５・７・８・10_ 家族で、友達同士で、一緒に
走れば絆も深まる　４_ゲストランナー・吉松さん
は10kmを45分で走るペース設定　６_ラストスパ
ート！　９_ たくさんのランナーが思い思いのペー
スで楽しんだ　11_ 吉松さんによるランニング教室
12_ 表彰式　13_ 給水　14_ゲストランナー・本多
さんによるストレッチ教室　15_ かき氷でクールダ
ウン　16_くまモンと一緒にゴール♪　17・18_ 熊
本県作業療法士会によるイベント ス

終
了
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ニ

ン
グ
教
室
や
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開

い
て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
軽
食
や
飲
み
物
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
並
び
、
中
で

も
か
き
氷
な
ど
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の

熱
を
冷
ま
そ
う
と
長
い
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
運
営
さ
れ

た
救
護
テ
ン
ト
で
は
、
救
急
救
命
専

門
の
看
護
師
も
常
駐
し
て
、
大
会
中

の
け
が
や
急
病
に
対
応
し
た
他
、
熊

本
県
作
業
療
法
士
会
の
協
力
に
よ
り
、

「
医
療
・
福
祉
」
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
福
祉
用
具
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

▼
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://i-sam
.

co.jp/m
inam

ata-rose/
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巻頭フォトリポート
みなまたローズマラソン

水俣病犠牲者慰霊式

まちのわだい
合唱団みなまた第18回演奏会 ほか

防災特集
大雨などによる災害に備える
寄ろ会みなまた
もやい音楽祭

市役所からお知らせです
住宅・建築物の耐震対策費用を市が補助します ほか

連載
ここカラ 〜こころとカラダのお話〜
GO！豪！グレッグ

暮らしの情報
楽しく英語にふれあいませんか？ ほか
みな図書 日本一の読書のまちづくり

フォトリポート
ローズフェスタ春２０１８ ほか

がまだす水俣ひと辞典
野外活動インストラクター　杉本 崇 さん

02
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17

18

26

28

今月の表紙
水面にゆらり、祈りの火

稜線に日が落ちると、水面に揺れ
る火が、折り重なる棚田の美しい
姿を静かな里山に浮かび上がらせ
ました。日本の棚田百選にも選ば
れている寒川地区の棚田。ずっと
守り続けたい、まちの宝物です。
（５月19日撮影、27ページに関連記事）
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１_ 鎮魂の鐘　２_ 黙と
う　３_名簿納めの儀 4_
水俣病慰霊の碑　５_ 会
場から見る恋路島　６_
合唱団みなまた、水俣高
校音楽部による合唱

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・
１
６
４
７

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

　

市
や
患
者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
５
月

１
日
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地
で「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊

式
」を
行
い
ま
し
た
。患
者
や
遺
族
、市
民
な
ど
約
６
８
０
人

が
出
席
し
て
、水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
全
て
の
生
命
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

髙
岡
市
長
は
式
辞
で
、「
水
俣
病
を
経
験
し
た
ま
ち
だ
か
ら

こ
そ
、環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
、経
済
基
盤
の
強
い
活
力
あ

る
社
会
を
構
築
し
、福
祉
の
充
実
、き
め
細
や
か
な
教
育
政
策

の
展
開
を
進
め
て
い
く
」と
誓
い
ま
し
た
。

患
者
・
遺
族
代
表 

祈
り
の
言
葉

金
子
親
雄
さ
ん

　

今
年
も
５
月
１
日
に
な
り
ま

し
た
。
水
俣
病
の
犠
牲
と
な
り
、

２
年
前
に
亡
く
な
っ
た
母
・
ス

ミ
子
の
魂
も
、
今
日
は
こ
こ
で

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

母
さ
ん
、
今
は
な
に
を
し
て

い
ま
す
か
。
弟
の
貢み
つ
き

に
は
会
え

ま
し
た
か
。
た
く
さ
ん
抱
っ
こ

し
て
あ
げ
て
い
ま
す
か
。
父
さ

ん
と
夫
婦
で
「
う
ま
か
〜
」
て
、

好
き
な
魚
や
ビ
ナ
を
食
べ
て
い

ま
す
か
。

　

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
明

神
は
、
水
俣
湾
と
不
知
火
海
に

挟
ま
れ
た
岬
で
、
日
常
に
工
場

の
音
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た

よ
ね
。
そ
ん
な
中
、
私
が
２
歳

に
な
っ
た
昭
和
28
年
に
は
、
私

が
原
因
不
明
の
病
に
か
か
り
、

貢
は
生
ま
れ
て
間
も
な
く
亡
く

な
っ
た
う
え
、
父
さ
ん
も
、
私

が
３
歳
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま

し
た
ね
。
後
に
な
っ
て
、
父
さ

ん
は
劇
症
型
水
俣
病
、
私
は
小

児
性
水
俣
病
、
新
た
に
生
ま
れ

て
き
た
弟
・
雄
二
は
胎
児
性
水

俣
病
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
ね
。「
魚
を
捕
り
、
魚
を

食
べ
る
」
ご
く
普
通
の
生
活
で
、

水
俣
病
に
侵
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

母
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
き
で

も
苦
し
み
や
悲
し
み
に
負
け
ず
、

頑
張
り
屋
で
、
親
切
で
、
人

の
喜
ぶ
姿
が
大
好
き
で
し
た
ね
。

悔
し
く
苦
し
い
、
耐
え
難
い
思

い
だ
っ
た
と
、
親
と
な
っ
た
今

で
は
母
さ
ん
の
気
持
ち
が
分
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
時
代
ま
で
を

病
院
で
過
ご
し
、
縁
あ
っ
て
チ

ッ
ソ
開
発
で
、
母
さ
ん
に
心
配

を
か
け
な
が
ら
も
、
定
年
ま
で

41
年
間
働
き
ま
し
た
。
３
人
の

宝
子
に
も
恵
ま
れ
、
そ
の
子
た

ち
も
立
派
に
成
長
し
、
今
で
は

６
人
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
孫
た

ち
が
い
る
お
じ
い
さ
ん
に
な
り

ま
し
た
。
父
さ
ん
、
母
さ
ん
が
、

尊
い
命
を
つ
な
い
で
く
れ
た
の

で
す
。

　

母
さ
ん
は
、
雄
二
た
ち
胎

児
性
水
俣
病
の
人
た
ち
の
将
来

を
、
最
期
の
最
期
ま
で
心
配
し

て
い
ま
し
た
ね
。
雄
二
は
、
最

近
は
好
き
な
寿
司
も
喉
を
通
ら

ず
、
年
々
衰
え
る
不
自
由
な
体

で
も
、
食
べ
た
い
、
自
分
の
足

で
歩
き
た
い
と
い
う
望
み
を
捨

て
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
、
歯
を
食
い

し
ば
り
生
き
て
い
ま
す
。

　

母
さ
ん
、
人
前
で
話
し
た
こ

と
が
な
い
私
が
、
今
日
こ
こ
で

話
す
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
今
、
私
た
ち
に

な
に
が
で
き
る
の
か
。
年
月
が

流
れ
て
も
、
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

母
さ
ん
が
語
り
部
に
な
っ
た

の
は
、「
妻
と
し
て
、
母
と
し
て
、

同
じ
苦
し
み
を
世
界
中
の
女
性

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
で
し
た
ね
。
も

う
二
度
と
同
じ
よ
う
な
悲
劇
で

多
く
の
人
が
苦
し
ま
な
い
よ
う

に
、
ど
う
か
ど
う
か
見
守
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
一
番
苦
し
ん
だ
人
が
、
一
番

幸
せ
に
な
れ
る
」
そ
の
強
い
心

を
も
っ
て
、
私
た
ち
は
、
水
俣

病
と
い
う
宿
命
を
使
命
に
変
え
、

困
難
に
負
け
ず
に
生
き
る
姿
で
、

人
に
勇
気
を
与
え
る
人
生
を
、

こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　政府を代表して、水俣病の拡大を防げなかった
ことを、あらためて心からおわびします。
　環境が破壊され、甚大な健康被害が生じ、地域
の皆さまの穏やかな毎日や地域の絆、地域社会に
長く困難を強いたのが水俣病です。このような悲惨
な公害を二度と繰り返してはなりません。国として、
地域の皆さまが将来にわたって、安心して暮らして
いける社会を実現するために、責任を持って水俣
病問題に対して取り組んでいきます。
　昨年８月、「水銀に関する水俣条約」が発効しま
した。水俣病を経験した我が国だからこそ、経験や
教訓を世界に発信し、国際社会の先頭に立って、水
銀による環境汚染や健康被害のない世界の実現に
向けて取り組んでいきます。
　国として、公害のない、持続可能な社会の実現に
向け、自然環境を保全し、将来に継承していくため、
全力で取り組んでいくことを誓います。

祈りの言葉（要旨）

１

２

３

５

６

献花

髙岡市長
式辞

献水

  国代表
　中川雅治
　環境大臣

　水俣病で亡くなられた方々のご冥福をお祈りする
とともに、ご遺族の皆さまに対し、心から哀悼の意
を表します。
　当社は、この水俣の地で創業し、今年で110年を
迎えます。これまで水俣市・周辺市町村の皆さまに
支えられ、地域と共に歩んできました。しかし、この
間に、当社の工場廃水に起因する水俣病を引き起こ
し、多くの方々が犠牲になられたこと、地域の皆さま
に多大なご迷惑をおかけしたことは、痛恨の極みで
あり、心からおわびします。
　当社はこれまで、患者の皆さまに対する補償責任
の完遂を経営の至上命題に掲げ、必死の努力を続け
てきました。この努力は、今後も決して変わることな
く続けていきます。
　事業会社であるＪＮＣもスタートして７年が経ち、
さらなる収益基盤の強化に務めています。水俣病の
反省に立ち、常に環境・安全に配慮しながら、優れた
技術で社会の進歩に貢献する先端化学企業として、
世の中に求められるものづくりを行っています。こ
のことによって収益基盤を強化し、補償責任の完遂
と地域社会の発展に貢献できると考えています。ま
た、患者の皆さまが安心して暮らしていけるよう、関
係自治体の施策に対しても協力していきます。

　私は、12年前この水俣で生まれました。輝く海、
緑豊かな山々、清らかな川、人情豊かな人々。素晴
らしい環境の中で育ちました。これからも、この故
郷で成長していきます。
　私が生まれるずっと前、自然や命を犠牲にし、自
分勝手な幸せを追い求めたことにより引き起こさ
れた水俣病は、水俣の自然や人々に大きな試練を
与えました。メチル水銀に侵された海。体の自由を
奪われ、いわれのない差別を受けた患者さんやそ
の家族。水俣出身というだけで心ない言葉をかけ
られた人々。幸せな生活を奪われた苦しみは、想像
できないほど辛いものだったに違いありません。水
俣病について学校の授業で何度も学習する中で、
その辛さや苦労を知識としてしることができまし
た。しかし昨年、水俣病資料館を見学し、語り部の
方のお話を聞いたとき、初めて、患者さんやご家族
の思いに触れることができたように思いました。
　私たちは、その思いを決して忘れてはいけません。
水俣病を自分のこととして捉え、目をそらさず、これ
からどのようにしていくのか考え、行動しなければ
いけません。過ちを心から反省し、同じ過ちを二度
と起こさないようにしていくことが、今を生きる私
たちの責任なのです。

  県代表
　蒲島郁夫
　熊本県知事

  チッソ㈱代表
　後藤舜吉
　代表取締役社長

  小・中・高校生代表

　　多
た く し ま

久島梨
り お

央さん

　　水俣二小６年

金子親雄さん
祈りの言葉

　この慰霊碑の前に立つと、県としてもっと対応が
早ければ、もっと深く思いをいたせばと、後悔と申
し訳なさを深く感じます。尊い命を失われた方、今
もなお苦しんでいる被害者やご家族に対し、熊本
県知事として、心からおわびします。
　昨年８月、水銀被害防止のための「水俣条約」が
発効し、世界各国が連携して水銀の規制に取り組
むことになりました。熊本県として、水俣病のよう
な悲惨な公害が二度と起こらないよう、その経験と
教訓を、患者の皆さまとともに、しっかりと発信し
てまいります。
　「自分の家族だったら、我が子だったら、どうし
ますか。」水俣病患者の方とお会いしたとき、ご家
族から問われたこの言葉を決して忘れず、県として、
被害者の方々に常に寄り添い、水俣病問題に真摯
に向き合い、その解決に向けて全力で取り組むこと
を誓います。

４
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まちのわだい

まちのわだい

支え、寄り添い、児童福祉に尽力
山口遼子さんに瑞宝単光章

4/29

　

山
口
遼
子
さ
ん（
陣
内
）が
、瑞

宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
か
ら
養
護
施
設
光
明

童
園（
現
・
児
童
擁
護
施
設
）で
、結

婚
に
よ
る
一
時
退
職
を
挟
ん
で
通

算
約
35
年
に
渡
っ
て
保
育
士
と
し

て
勤
務
。施
設
を
利
用
す
る
児
童

に
真
摯
に
向
き
合
い
養
育
に
尽
力

し
、後
進
の
指
導
に
も
努
め
ま
し

た
。現
在
も
、同
施
設
の
夜
勤
専
門

員
と
し
て
、利
用
者
に
寄
り
添
っ
て

い
ま
す
。山
口
さ
ん
は「
日
々
、笑

顔
と
優
し
さ
を
大
切
に
子
ど
も
た

ち
と
接
し
て
き
た
」と
振
り
返
り
、

受
章
の
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

▲商店街のあちこち、見どころだらけ！歩くだけでも楽しい

第４回グルメ総選挙も同時開催♪
みなまた春まつり

4/14
〜15

　

市
内
の
商
店
街
各
所
で
み
な
ま
た

春
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
商
店
街
が
趣
向
を
こ
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な

出
店
、
歌
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

で
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
ま
ち
商
店
街
で
は
、
今
年

で
４
回
目
と
な
る
グ
ル
メ
総
選
挙
も

同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
店
の
自
慢
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

た
参
加
者
が
、
お
気
に
入
り
の
一
品

に
投
票
。
タ
ブ
ー
ル
の
「
和
紅
茶
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

歌声でみんな一つに♪
合唱団みなまた 第18回演奏会

　

合
唱
団
み
な
ま
た（
道
上
智
団

長
）が
、市
文
化
会
館
で
第
18
回
演

奏
会
を
開
き
、約
４
０
０
人
の
観

客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

演
目
は
、定
番
の
合
唱
曲
か
ら

歌
謡
曲
、流
行
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
21
曲
。デ
メ
ー
テ
ル

男
声
合
唱
団（
熊
本
市
）を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披

露
し
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
終
盤
で
は
、

団
員
が
客
席
に
降
り
、観
客
も
一
緒

に
な
っ
て
滝
廉
太
郎
の『
花
』を
大

合
唱
。ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
人
も
い

て
、会
場
は
一
体
に
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

4/1

▲デメーテル男声合唱団との合同ステージ

交通事故防止に一致団結！
春の全国交通安全運動合同出発式

　
「
全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
」の

開
始
に
合
わ
せ
て
、水
俣
警
察
署

で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
の
は
、警
察
関
係
者

の
他
、同
署
管
内
の
行
政
関
係
者
、

運
転
業
務
に
携
わ
る
業
界
の
関
係

者
、地
域
住
民
な
ど
約
１
０
０
人
。

式
典
で
は
、交
通
安
全
に
功
労
が

あ
っ
た
人
な
ど
の
表
彰
を
行
っ
た

後
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
と
幼
児
交

通
指
導
隊
の
代
表
が
、交
通
安
全

を
宣
言
し
て
、運
動
に
あ
た
る
署

員
ら
を
激
励
。隊
員
ら
は
、参
加
者

全
員
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、街
頭

運
動
に
出
発
し
ま
し
た
。

4/6

▲幼児交通指導隊による交通安全宣言

被災地に届け、音楽の力
震災支援コンサート

4/8

　

震
災
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
も
や

い
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
水
俣
の
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
中
心
と
な
っ
て

平
成
23
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
８
回
目
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
目
的

で
始
ま
り
、
現
在
は
熊
本
地
震
の
被

災
地
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
活
動
に
賛
同

し
た
市
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

な
ど
が
出
演
。
会
場
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
集
め
た
募
金
や
バ
ザ
ー
な
ど

の
収
益
の
一
部
を
、
被
災
地
支
援
の

た
め
に
寄
附
し
ま
す
。

▲タレントのかなぶんやさん（中央）も自身のバンドと出演

水俣川水系の漁業資源を守る
水俣川漁協がアユの稚魚を放流

　

市
と
水
俣
川
漁
業
協
同
組
合
は
、

水
俣
川
水
系
の
３
つ
の
川
の
45
カ

所
で
、ア
ユ
の
稚
魚
約
９
０
０
kg

を
放
流
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
多
く
の
ア
ユ
が
遡
上
し

て
い
た
水
俣
川
で
す
が
、水
質
の

悪
化
や
環
境
の
変
化
で
数
が
減
少

し
て
い
る
う
え
、井い
せ
き堰
の
設
置
に
よ

っ
て
自
然
遡
上
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、自

然
環
境
を
守
り
、水
産
動
物
を
保

護
す
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
。放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、水
俣

の
川
で
大
き
く
育
ち
、今
年
も
釣

り
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

4/18

▲体長５cmほどの稚魚も漁の解禁の頃には成魚に

姉妹都市・デボンポート市の高校生
水俣市で水俣高校生と交流

　

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
市
か
ら
、高

校
生
ら
30
人
が
水
俣
市
を
訪
れ
、水

俣
高
校
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

水
俣
高
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
歓

迎
会
で
は
、水
俣
高
校
生
が
吹
奏
楽

や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、劇
仕
立
て

の
歌
な
ど
を
披
露
。互
い
の
ま
ち
や

学
校
を
紹
介
す
る
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
し
た
。そ
の
後

は
、昼
食
や
湯
の
児
温
泉
周
辺
の
散

策
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
、水
俣
高
校

の
生
徒
ら
は
英
語
で
積
極
的
に
話
し

か
け
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

4/20

▲美しい景色にデボンポート市の生徒も歓声を上げていました

人権問題の解決、啓発に尽力
退任の人権擁護委員に感謝状

4/25

　

今
年
３
月
31
日
で
退
任
し
た
市
の

人
権
擁
護
委
員
に
、長
年
の
取
り
組

み
に
対
し
て
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。人
権
擁
護
委
員

は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

民
間
人
で
、人
権
相
談
の
受
け
付
け

や
人
権
問
題
の
解
決
、人
権
思
想
の

普
及
・
啓
発
に
無
報
酬
で
取
り
組
み

ま
す
。伝
達
を
受
け
た
の
は
、井
上
博

之
さ
ん（
在
任
12
年
３
カ
月
）、中
村

茂
子
さ
ん（
同
９
年
３
カ
月
）の
２
人
。

井
上
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
、「
こ
の
仕

事
を
通
し
て
、物
事
の
裏
に
あ
る
人

の
心
に
思
い
い
た
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲井上博之さん（左）と中村茂子さん（右）
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梅
雨
の
時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。水
俣
市
で
は
、年
間
の
約
半

分
の
雨
が
６
月
、７
月
に
集
中
し
て
降
る
た
め
、こ
の
時
期
は
特

に
大
雨
へ
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、

「
災
害
か
ら
自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
避
難
」に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め
の
事

前
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
避
難
先
を
決
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
建
物
の
造
り
が
強
固
で
あ
る

○
建
物
の
周
り
に
危
険
箇
所
が
少
な
い

○
２
階
、３
階
な
ど
さ
ら
に
避
難
が

　

で
き
る

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
、水
害
、土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
す
。ま
ず
は「
災
害
か
ら
自
分
の

命
を
守
る
た
め
の
避
難
」に
つ
い
て
、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
特
集

大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
に
備
え
る

◆
ス
テ
ッ
プ
１

　
「
危
険
箇
所
を
知
る
」

　
「
水
俣
市
災
害
避
難
地
図（
※
）」で

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

※「
水
俣
市
災
害
避
難
地
図
」

　

水
俣
市
災
害
避
難
地
図（
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
）は
、市
役
所
仮
設
庁
舎
１

階
総
合
案
内
所
、２
階
危
機
管
理
防

災
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
２

　
「
避
難
先
を
考
え
る
」

　

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
、避
難
場
所
、避
難

経
路
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。指

定
さ
れ
た
避
難
所
に
行
く
こ
と
だ

け
が
避
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。安
全

と
思
わ
れ
る
親
戚
や
友
人
の
家
な

ど
、状
況
に
応
じ
た
最
善
の
避
難
先

を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

複
数
の
避
難
経

路
を
想
定
し
て

お
く
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
３

　
「
避
難
す
る
」

　

気
象
情
報
や
市
役
所
か
ら
の
情
報

に
注
意
し
、危
険
や
異
常
を
感
じ
た

ら
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。避
難

す
る
と
き
は
、で
き
る
だ
け
近
所
に

声
を
掛
け
、一
緒
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険

な
場
合
は
、家
の
２
階
や
崖
か
ら
離

れ
た
部
屋
に
移
動
す
る
な
ど
、室
内

で
一
番
安
全
と
思
わ
れ
る
場
所
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

★
ポ
イ
ン
ト
　
情
報
の
入
手
手
段
を

確
保
し
、発
表
さ
れ
る
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

指定
緊急

避難場所

指定
避難所 名　　称

災害種類ごとの指定 想定収容
人数風水害

（洪水）
風水害

（高潮）
土砂
災害 地震 津波

● ● もやい館 ○ ○ ○ ○ ○ 300
● 水俣芦北広域行政事務組合消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ 60
● ● 第一小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 200
● ● 市公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 200
● ● 総合体育館（本館） ○ ○ ○ ○ ○ 1000
● ● 市公民館分館 ○ ○ ○ ○ ○ 100
● 水俣高校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 400
● ● 武道館 ○ ○ ○ ○ ○ 300
● ● 水俣病資料館 ○ ○ ○ ○ ○ 30
● 商工会議所 ○ ○ ○ ー ○ 50
● ● （旧）第三中学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 300
● 水俣高校第二体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 200
● ● 水東小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 200
● ● 葛彩館 ○ ○ ○ ○ ○ 70
● ● 総合体育館（南部館） ○ ○ ○ ○ ○ 400
● ● 袋小中学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ 300
● ● おれんじ館 ○ ○ ○ ○ ○ 50
● ● はぜのき館 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● ● 第二小学校体育館（校舎 2 階） ○ ○ ○ ○ ○ 300
● ● 第二中学校体育館（校舎 2 階） ○ ○ ○ ○ ○ 300
● ● 愛林館 ○ ○ ○ ○ ○ 30

■市が管理する避難所（21カ所）

指定
緊急

避難場所

指定
避難所 名　　称

災害種類ごとの指定 想定収容
人数風水害

（洪水）
風水害

（高潮）
土砂
災害 地震 津波

● JNC セントラル㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 40
● 西生院 ○ ○ ○ ― ○ 50
● ● ５区公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● ● ７区公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 40
● ● 初野集会所 ○ ○ ○ ― ○ 30
● ● 深川駅跡地休憩所 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● ● 深川生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ 80
● ● 中屋敷公民館 ○ ○ ○ ― ○ 15
● ● 集・川原公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 30
● ● 旧石飛分校 ○ ○ ○ ― ○ 30
● ● 石坂川生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ 50
● ビハーラまどか ○ ○ ○ ○ ○ 60
● ● 桜野集会所 ○ ○ ○ ○ ○ 30
● ● 湯の鶴温泉保健センター ○ ○ ○ ○ ○ 50
● ● 旧湯出中学校校舎 ○ ○ ○ ○ ○ 80
● ● 野川公民館 ○ ○ ○ ― ○ 20
● ● 16 部消防格納庫 ○ ○ ○ ― ○ 10
● ● 茂川公民館 ○ ○ ○ ― ○ 20
● ● 木臼野公民館 ○ ○ ○ ― ○ 20
● 水俣みどり保育園地域交流施設 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● ふくろ交流館 ○ ○ ○ ○ ○ 50
● グリーンスポーツみなまた駐車場 ○ ○ ○ ○ ○ ―
● 月浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● ● 出月公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 40
● ● 坂口公民館 ○ ○ ○ ― ○ 30
● 白梅の杜 ○ ○ ○ ○ ○ 70
● ビジネスホテルサンライト ○ ○ ○ ○ ○ 50
● ● 八ノ窪公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 20
● グリンコープほのぼの水俣 ○ ○ ○ ○ ○ 10
● 河村電器産業㈱水俣工場 ○ ○ ○ ― ○ 40
● 湯の児海と夕やけ ○ ○ ○ ○ ○ 300
● 白浜市営住宅３号棟、４号棟踊り場 ○ ○ ○ ○ ○ 40
● ● 23 区集会所 ○ ○ ○ ― ○ 50
● くぎのの里　こもれび館　 ○ ○ ○ ○ ○ 26
● ● 大川公民館 ○ ○ ○ ― ○ 60
● ● 越小場公民館 ○ ○ ○ ― ○ 50
● ● 日当野公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 15
● ● 厚生会館 ○ ○ ○ ― ○ 70

■地域（自治会など）が管理する避難所（38カ所）

【
洪
水
、土
砂
災
害
に
関
す
る
重
要
な

情
報
】

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
「
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）」よ
り
も

　

さ
ら
に
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま

　

っ
た
と
き
に
発
表
さ
れ
る
情
報

○
避
難
判
断
水
位

　

河
川
の
氾
濫
に
対
す
る
警
戒
が
必

　

要
で
、避
難
の
目
安
と
な
る
水
位

○
氾
濫
危
険
水
位

　

河
川
の
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
水
位

　

で「
い
つ
氾
濫
し
て
も
お
か
し
く
な

　

い
」状
態
の
水
位

◆平成１５年７月の水俣土石流災害

宝川内集地区 深川新屋敷地区
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寄
ろ
会
み
な
ま
た

寄
ろ
会
み
な
ま
た
と
は

　

水
俣
病
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
地

域
の
絆
を
取
り
戻
し
、住
民
の
自

発
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め

る
た
め
に
、平
成
３
年
に
発
足
し

ま
し
た
。行
政
区
ご
と
に
あ
る「
地

区
寄
ろ
会
」の
集
合
体
が「
寄
ろ
会

み
な
ま
た
」で
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
？

　　
「
水
の
経
絡
図
」や「
地
域
資
源

マ
ッ
プ
」、「
地
域
人
材
お
宝
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。特
に
平
成

17
年
か
ら「
菜
の
花
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
」事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
の
菜
の
花
事
業
は
、

平
成
18
年
か
ら
、水
俣
第
一
小
学

校
と
水
東
小
学
校
で
、体
験
学
習

と
し
て
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

収
穫
し
た
菜
種
は
、菜
種
油
と

し
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈

し
て
市
内
の
小
中
学
校
給
食
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
寄
ろ
会
み
な
ま
た
の
取
り
組

　

み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

○
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

　

会
長
賞
受
賞（
平
成
25
年
）

○
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

　

受
賞（
平
成
26
年
）

○
第
25
回「
く
ま
も
と
環
境
賞
」奨

　

励
賞
受
賞（
平
成
28
年
）

○
第
１
１
５
回
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン

　

賞
受
賞（
平
成
29
年
）

※
近
年
分
の
み
紹
介
し
て
い
ま
す
。

★
地
区
寄
ろ
会
の
主
な
取
り
組
み

○
浜
町
商
店
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

　

ョ
ン
の
飾
り
付
け（
２
区
）

○
丸
島
・
梅
戸
間
の
堀
切
花
壇
の

　

整
備
・
雑
草
取
り（
４
区
）

○
な
べ
滝
へ
の
遊
歩
道
美
化
活
動
、

　

蛍
生
息
地
の
美
化
活
動（
16
区
）

○
休
耕
地
を
利
用
し
た
月
浦
菜
の

　

花
事
業（
18
区
）

○
火
の
ま
つ
り
で
配
布
す
る
塩
作

　

り（
19
区
）

○
火
の
ま
つ
り
で
菜
種
配
布（
20
区
）

★
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

興
味
が
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
寄
ろ

会
み
な
ま
た
で
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
？ 

年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。気
軽
に
生
涯
学
習
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

➡

➡

➡➡

➡

市内の小学校の児童と菜種油の廃食
油を「菜の花あかり」としてろうそく
を作成し、９月に開催される「火のま
つり」で使用しています。

⑤廃食油からろうそくをつくる

搾油した菜種の搾りかすは、天日干し
すると肥料として再利用できます。

⑥搾りかすは肥料に

10 月頃、寄ろ会会員の畑に菜の花の
種をまきます。12 月頃、ある程度成
長した菜の花の苗をひばりケ丘にある
休耕地に移植します。

①菜の花を植える

年末に植えた菜の花の苗は、４月に黄
色い花を咲かせます。きれいに咲いた
菜の花を多くの人に楽しんでもらいま
す。

②菜の花を見て楽しむ

５月末、子どもたちと一緒に菜の花を
刈り取ります。天日で１週間から 10
日ほど乾燥させた後、種を落として菜
種を収穫します。

③菜種を収穫する

熊本市内の製油所に搾油を依頼しま
す。市内小学校の児童と協力して完成
した菜種油を使った給食をいただきま
す。

④菜種油を搾る・食べる

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

「自分たちの地域づくりは、自分たちの手で」、「ないものねだり」から「あるもの探し」へ。
寄ろ会みなまたは、環境に配慮した地域づくりに取り組んでいます。

寄ろ会みなまたの菜の花事業 循環型の取り組み紹介

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
61
・
１
６
５
９

➡
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市役所から
お知らせです消防団員を募集しています！

応募・問い合わせは、危機管理防災課 危機管理防災室（☎ 61-1604）まで

nformationＩ

住
宅

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
対
策

費
用
の
一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す

■
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

○
耐
震
診
断
※
→
①
耐
震
補
強
設

　

計
→
②
耐
震
改
修
工
事
も
し
く

　

は
③
建
替
え
工
事

○
耐
震
診
断
※
→
④
耐
震
シ
ェ
ル

　

タ
ー
工
事

※
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
県
の
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
６
・
３
８
５
・
０
７
７
１
）
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
31
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎

61
・
１
６
２
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
将
来
の
生
活
設
計

に
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
な
ら
び
に
任
意
加
入
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
）
で
、

定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

※
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

人
や
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円

※
申
し
込
ん
だ
月
か
ら
の
納
付
と

な
り
ま
す
。
納
期
限
は
、
翌
月
末

日
で
す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
と

同
様
に
、
納
期
限
か
ら
２
年
間
は

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
付
加
年
金
額　

２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数

※
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
開
始
か
ら

２
年
間
で
納
め
ら
れ
た
付
加
保
険

料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
受
給
期
間　

老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
死

亡
月
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
２
２

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座

振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

　

口
座
振
替
は
、
毎
月
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
が
な

く
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
に
支
払

い
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

■
振
替
方
法　

①
翌
月
振
替
（
翌
月
末
に
引
き
落

　

と
し
）

②
毎
月
振
替
（
当
月
末
に
引
き
落

　

と
し
）

③
６
カ
月
前
納

※
①
は
定
額
で
の
納
付
で
す
。
②

と
③
は
、
前
払
い
（
前
納
）
で
、

毎
月
の
保
険
料
に
割
引
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
手
続
き
方
法　

金
融
機
関
、
郵

便
局
窓
口
、
市
役
所
年
金
医
療

保
険
係
の
窓
口
に
、
預
貯
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
、
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
（
納
付
書
や

年
金
手
帳
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
③
の
申
し
込
み
は
８
月
末
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
２
２

①耐震補強設計 ②耐震改修工事 ③建替え
工事

④耐震シェルター
工事

対象 補助対象住宅の所有者で、市税を滞納していない人

対象とな
る住宅

市内で次の全てに該当する住宅
（1）耐震診断の結果、上部構造評点が 1.0 未満と評価されたもの
（2）人が住んでいる戸建て木造住宅で地上階数が３以下のもの
（3）昭和 56 年５月 31 日以前に着工したものまたは、平成 28 年熊本    
　　地震で被災したことが確認できるもの

（耐震シェルター工事に関しては、昭和 56 年６月１日以降に着工した
ものでも（1）・（2）の条件を満たせば補助の対象となります）

補助率
（上限額）

２／３
（23 万２千円）

耐震改修工事費
１／２(80 万円 )
耐震改修工事監理費
２／３(11 万６千円 )

23％
（60 万円）

１／２
（20 万円）

募集戸数 各１戸程度

■補助の概要（戸建て木造住宅）

年
金

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

を
実
施
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
る
使
用
有
効
期
間

８
年
目
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

〜
平
成
31
年
３
月

※
対
象
と
な
る
人
に
は
、
事
前
に

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
連
絡
し
ま
す
。（
費

用
負
担
、
立
ち
会
い
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
作
業
時
間
は
約
15
分
で

す
。）

■
施
工
業
者　

㈲
開
田
建
設　

水
俣
市
白
浜
町
18
番
18
号

☎
63
・
３
３
４
６

※
施
工
業
者
は
、身
分
証
明
書（
水

道
局
発
行
）
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
局
☎
63
・

２
６
０
４

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
の
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
委
員
募
集

　

市
で
は
、昨
年
度
策
定
し
た「
水

俣
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
に

基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
提
案
を
聞
き
な
が
ら
、
新

庁
舎
建
設
の
基
本
設
計
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

※
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

新
庁
舎
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
参
加
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、

学
び
、
交
流
し
な
が
ら
意
見
を
ま

と
め
て
い
く
話
し
合
い
の
手
法
で
す
。

■
日
時
・
場
所

■
定
員　

４
人
程
度

■
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
ま
た
は
、
在
勤
の
人
（
市
職
員
、

市
議
会
議
員
を
除
く
）

※
報
酬
な
ど
の
支
払
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
申
し
込
み
期
間　

〜
６
月
15
日

㈮
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効
）

■
申
し
込
み
方
法　

仮
設
庁
舎
総

合
案
内
、
新
庁
舎
建
設
課
窓
口
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
を
し
た
人
は
、
着
信
確
認
の

た
め
新
庁
舎
建
設
課
ま
で
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５
（
住
所
不
要
）、

新
庁
舎
建
設
課
☎
61
・
１
６
５
２

／
FAX 

62
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル 

chousya@
city.m

inam
ata.

lg.jp市
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
新

増
築
な
ど
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

家
庭
部
門
の
低
炭
素
化
推
進
の

た
め
、「
家
庭
部
門
低
炭
素
総
合
事

業
補
助
金
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
新
増

築
や
建
売
購
入
、環
境
配
慮
型
の

住
宅
設
備
機
器
の
設
置
に
対
し
て
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。着

工
・
設
置
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
要
綱
で
確

認
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

〜
平
成
31
年
１
月

31
日
㈭

■
補
助
項
目
・
補
助
額

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
２

開催日 時間・場所 テーマ

第１回
６月 29 日㈮

19:30 〜 21:00
秋葉会館３階会議室

「庁舎全体の雰囲気・イメージを
考えよう」

第２回
７月 27 日㈮

「周辺環境との関わりについて意
見を出し合おう」

第３回
８月 24 日㈮

「建物配置や市民利用スペース等
を考えよう」

水
道

新
庁
舎
建
設

補助項目 補助額
市産材の活用

（構造材として８割以上使用）
建築床面積１㎡あたり５千円

（上限なし）
高断熱浴槽 定額 13 万円
高効率給湯器（４種類） 定額３万円〜 15 万円
太陽光発電システム １kW あたり３万円（上限 20 万円）
太陽熱利用システム（２種類） 定額３万円または７万円
薪ストーブ・ペレットストーブ 定額２万円
定置用リチウムイオン蓄電池 １kWh あたり３万円（上限 20 万円）
エネルギー管理システム（HEMS） 定額２万円

補
助
金
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●問い合わせ　環境クリーンセンター
　　　　　　　☎62‒4101

納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　
納
期
限
内
の
納
付
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
☎
61
・

１
６
３
０

市
議
会
６
月
定
例
会
は

６
月
13
日
㈬
開
会
で
す

　
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
も
視
聴
で
き
ま
す
。

■
期
間
　
６
月
13
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第
47
回
熊
本
県
人
権
教
育
研

究
大
会
が
、10
月
20
日
㈯
、21
日
㈰

に
水
俣
・
芦
北
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
大
会
に
先
立
ち
、あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
趣
旨
の
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
表
紙
絵
と
地
元
テ

ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
表
紙
絵
　
小
学
生
以
上

○
地
元
テ
ー
マ
　
高
校
生
以
上

※
水
俣
・
芦
北
管
内
に
在
住
の
人

に
限
り
ま
す
。

■
規
格
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紙
絵
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切
か
八
つ
切
サ
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ズ
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縦
・
横
、画
材
は
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由
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ー
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40
文
字
程
度
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ま
た
７
月
１
日
号
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切
日
は
６
月
15
日
㈮

　　
お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
仮
設
庁
舎
２
階
総
務
課

広
報
の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遠
方
な
ど
で
、
受
け
付
け
が
困

難
な
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載
の
約

束
が
で
き
ま
せ
ん
。
原
稿
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
メ
ー
ル

で
送
る
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
情
報
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室
（
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）
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麻
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
今
年
３
月
、
沖
縄
県
内
で
海

外
か
ら
の
旅
行
客
が
麻
し
ん
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

沖
縄
県
内
で
麻
し
ん
患
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
内
で
感
染
し
た

人
が
、
他
県
で
発
症
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
後
、
他
県
や
海
外
へ

旅
行
す
る
場
合
は
、
次
の
２
点
に

つ
い
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
注
意
事
項

○
旅
行
す
る
人
で
麻
し
ん
に
か
か

　
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
明
ら
か
で

　
は
な
い
人
は
、
麻
し
ん
の
予
防

　
接
種
歴
を
母
子
健
康
手
帳
な
ど

　
で
確
認
し
、
２
回
接
種
し
て
い

　
な
い
場
合
は
、
予
防
接
種
を
検

　
討
し
ま
し
ょ
う
。

※
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
か
わ
か
ら

な
い
人
や
予
防
接
種
歴
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
抗
体
検
査
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

○
旅
行
後
２
週
間
程
度
は
健
康
状

　
態
（
特
に
高
熱
や
全
身
の
発
疹
、

　
せ
き
、
鼻
水
、
目
の
充
血
な
ど

　
の
症
状
）
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
２
０
２

市役所から
お知らせです

nformationＩ
市立図書館の休館日は、毎週月曜日と毎月第４木曜日です
（祝日と重なる場合は、祝日の翌日が休館日）市立図書館☎ 63-8401

　
　

検査日 検査受付時間 検査場所

６月 12 日㈫
10:00 〜 12:00 愛林館

13:30 〜 16:00 東部かっさい市場

６月 13 日㈬
９:30 〜 11:30

湯の鶴温泉保健
センター

13:00 〜 16:00

市総合体育館６月 14 日㈭ ９:00 〜 16:00

６月 15 日㈮ ９:00 〜 14:30

広報みなまた
有料広告募集中！

■申込・問い合わせ　総務課情報政策室
　　　　　　　　  　 ☎６１−１６５５

申し込み状況により、お待たせする場合があります。申し込
みはお早めに！
詳しくは、水俣市ホームページの広報みなまたのページにある
「広報みなまた広告掲載要綱および申込書」をご覧ください。

◆掲載料
　市内の個人・事業所
　１枠／10,000 円
　（市外は 30,000 円）
◆申込締切日
　掲載を希望する号の
　発行日の１カ月前

税目 期別 納期限
口座

振替日

市県民税
第
１
期

７
月
２
日
㈪

６
月
27
日
㈬

税

の定期検査があります
　取引や証明に使用する計量器は、計量法第19条に基づいて２年に１回の定期
検査を受けるよう義務付けられています。　該当する計量器がある人は、定期検
査を受けてください。

計量器

■検査対象計量器
◯商店などで商品の売買に使用する
　はかり
◯病院、薬局などで使用している調
　剤用のはかり
◯学校、病院、保育園などで使用して
　いる体重測定用のはかり
◯農協、漁協などの流通物資の集荷、
　出荷などに使用するはかり
◯宅配など運送業者などが貨物の運
　賃算出用に使用するはかり
◯農業、漁業等の生産者が生産物な
　どの売買に使用するはかり
■持参物　計量器（質量計など）
■手数料　５００円〜２２００円（１
台あたり）

■問い合わせ　（一社）熊本県計量協会☎
０９６–３６７–７８１６／熊本県産業技術セ
ンター計量検定グループ☎０９６–３６９–
２１０１

■日時・場所

議
会

広
報
み
な
ま
た

健
康

教
育
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副会長
10 区、17 区

会計
３区

自治会長会会長
22 区

９区

10 区

11 区

12 区

13 区

14 区

１区

２区

３区

４区

５区

６区

７区

８区

15 区

16 区

17 区

18 区

19 区

20 区

21 区

22 区

23 区

24 区

25 区

26 区

【区単位自治会長会】
※緑字は代表委員

《水俣市自治会長会組織図》

新
し
い
自
治
会
長
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
30
〜
31
年
度
の
自
治
会
長

が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
内
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

が
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
明
る
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
自
治
会
へ
の
加
入
、
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
26
区
の
自
治
会
長
で
組
織
さ

れ
た
「
水
俣
市
自
治
会
長
会
」
は
、

行
政
と
の
連
携
、
情
報
交
換
な
ど

を
目
的
に
毎
月
、
定
例
会
や
自
主

研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
61
・

１
６
０
７

市役所から
お知らせです

１区 岩上勇征２区 今藤雅昭３区 森下正生４区 田中國照

５区 山下善伸６区 井上守７区 山内愼一８区 澤井誠司

９区 集英治10区 綱中良明11区 渕上義久

12区 渕上友行13区 松原惠治14区 千々岩洋一

15区 柏木常雄16区 緒方行雄17区 坂本常人

18区 高橋昇19区 田中安20区 本田貞美

21 区 淋健一22区 前田一碩23区 鶴田博士

24区 古里一幸25区 宮本達美26区 本井三千年

自
治
会

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」で
す

♥
み
ん
な
で
受
動
喫
煙
防
止
に
努

め
よ
う

　
喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、受

動
喫
煙
の
危
険
性
や
ニ
コ
チ
ン
の
依

存
性
を
考
え
る
と
、喫
煙
習
慣
は
個

人
の
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
き
な

健
康
問
題
で
す
。

　
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）は
平
成

元
年
に
毎
年
５
月
31
日
を「
世
界
禁

煙
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。ま
た
、日

本
で
は
平
成
４
年
か
ら
世
界
禁
煙
デ

ー
に
始
ま
る
一
週
間
を「
禁
煙
週
間
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、受
動
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
悪
影
響
か
ら
人
々
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
2
0
2
0

年
、受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指

♥26

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
禁煙は自分のため。家族のため。「たば
この煙から子ども達をまもろう。」
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

ＣＩＲのグレッグが、
出身国・オーストラ
リアの魅力や文化を、
さまざまな視点で紹
介します。

し
て
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達

を
ま
も
ろ
う
〜
」を
禁
煙
週
間
の
テ

ー
マ
と
し
、禁
煙
や
受
動
喫
煙
防
止

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

♥
た
ば
こ
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響

　
妊
婦
の
喫
煙
は
、流
産
・
早
産
・
死

産
・
低
体
重
児
・
先
天
異
常
・
新
生
児

死
亡
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、出
生

後
も
家
庭
内
、特
に
母
親
の
喫
煙
で

肺
炎
や
幼
児
期
の
喘
息
様
気
管
支
炎
、

学
童
期
の
咳
・
痰
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
な
ど
が
増
加
し
ま
す
。

　
親
の
喫
煙
に
よ
っ
て
受
動
喫
煙
を

受
け
る
こ
と
で
、出
生
体
重
低
下
や

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
S
I
D
S
）

の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、そ
の

後
小
児
期
で
も
、肺
炎
な
ど
の
呼
吸

器
疾
患
・
中
耳
炎
・
咳
な
ど
呼
吸
器

症
状
、肺
機
能
の
抑
制
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
を
守
る
、家
族
の
健

康
を
守
る
。そ
し
て
周
り
の
人
の
た

め
に
も
。禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え

ば
、
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
で
し
ょ
う
。
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
最
寄

り
の
街
の
ア
リ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
ス
か
ら
４

０
０
キ
ロ
の
場
所
に
あ
る
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ

ク
は
、
1
万
年
前
か
ら
住
ん
で
い
た
ア
ボ

リ
ジ
ニ
の
人
々
か
ら
は
、
ウ
ル
ル
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
３
４
８
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

で
か
な
り
大
き
い
で
す
が
、
実
は
数
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
下
に
も
続
き
、
見
た
目
よ
り

は
る
か
に
巨
大
な
岩
で
す
。
私
が
ウ
ル
ル

を
見
に
行
っ
た
時
に
驚
い
た
の
は
、
下
か

ら
眺
め
る
岩
の
偉
大
さ
と
美
し
さ
、
そ
し

て
絶
え
間
な
く
手
を
顔
の
前
に
振
ら
な
い

と
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
数
の
ハ
エ

が
い
る
こ
と
で
し
た
！

　「
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、
実
際
に
行
く

の
は
難
し
い
」
と
い
う
人
に
は
、
ウ
ル
ル

の
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
の
見

学
は
お
す
す
め
で
す
。
た
だ
し
、
地
元
の

ア
ナ
ン
グ
族
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
ウ

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.9
グレッググレッグ

ル
ル
の
周
辺
は
神
聖
な
場
所
の
た
め
、
全

体
の
60
％
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

す
。
ま
た
、
実
際
に
ウ
ル
ル
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
る
人
に
注
意
し
て
頂
き
た
い
の

は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
ウ
ル
ル
は
登

っ
て
は
い
け
な
い
た
め
、
そ
れ
を
尊
重
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
観
光
客
向
け
の
登
山
を
禁
止
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
登
る
こ
と
以
外
に
も
ウ
ル
ル

を
楽
し
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ウ
ル

ル
の
周
辺
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
に
輝
く
5
万

球
以
上
の
ラ
イ
ト
が
大
平
原
に
並
ぶ
「
フ

ィ
ー
ル
ド 

オ
ブ 

ラ
イ
ト 

ウ
ル
ル
」
と
い

っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
約
４
つ
分

の
広
さ
で
、
太
陽
光
だ
け
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
夜
に
は
き
れ
い
な
星
を
見

な
が
ら
自
由
に
会
場
を
散
策
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
盛
況
の
こ
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
昼
間
の

ウ
ル
ル
」
と
「
夜

の
ウ
ル
ル
」。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ン
ボ
ル
は
２
つ

に
増
え
そ
う
で
す
。
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市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
基
礎
編
み
の
編
み
物
教
室
」

　

編
み
物
の
基
本
と
な
る
棒
編
み

の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
編
み
物
は
、

指
先
の
訓
練
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
楽
し
く
分
か
り
や

す
い
教
室
で
す
。
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
日
時　

６
月
19
日
㈫　

13
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

３
０
０
円

■
持
参
品　

６
号
〜
８
号
の
棒
針
、

並
太
毛
糸
（
ス
ト
レ
ー
ト
）

■
講
師　
（
一
社
）
日
本
編
み
物

文
化
協
会
手
編
み
指
導
員
・
溝
口

ム
ツ
さ
ん

■
定
員　

15
人

■
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
ま
せ
ん
か
？

★
成
人
病
に
関
す
る
講
演
会

　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
寿
命

を
伸
ば
そ
う
会
」
の
第
２
回
目
で

す
。
家
計
や
介
護
に
も
関
連
し
ま

す
。
皆
さ
ん
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
12
日
㈫　

９
時
30

分
〜
12
時

■
場
所　

市
公
民
館
ホ
ー
ル

■
講
師　

小
宮
智さ
と
しさ
ん
（
水
俣
市

保
健
所
長
）、
松
本
佳
緒
里
（
市

い
き
い
き
健
康
課
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
地
域
婦

人
会
・
前
田
☎
62
・
４
３
４
３

★
料
理
教
室

　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
寿
命

を
伸
ば
そ
う
会
」
の
第
３
回
目
で

す
。
生
活
習
慣
病
予
防
食
を
作
り

ま
す
。

　

料
理
は
、
生
活
の
基
本
で
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
、
豊
か

な
生
活
を
築
く
た
め
に
、
一
緒
に

美
味
し
い
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
３
日
㈫　

９
時
30

分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

市
公
民
館
３
階

■
講
師　

江
口
佳よ
し
こ子
（
市
い
き
い

き
健
康
課
）

■
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
代
）

■
定
員　

40
人

■
申
込
締
切
日　

６
月
15
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

地
域
婦
人
会
・
設
楽
☎
63
・
１
９

８
１

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

「
あ
つ
ま
る
シ
ェ
」

　
「
水
俣
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
楽

し
く
！
」を
合
言
葉
に
、新
た
な
出

会
い
が
生
ま
れ
る
場
と
し
て
、定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
マ
ル
シ
ェ

で
す
。

　

水
俣
の
飲
食
店
や
お
菓
子
屋
さ

ん
が
マ
ル
シ
ェ
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
し
た
り
、農
産
物
や
海
産

物
、雑
貨
の
販
売
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

催  し

■ 50 歳からのお楽しみ生活／中山庸子
■果物と野菜のゼリー／袴田尚弥
■にっぽんのカラス／松原始
■ペインレス／天童荒太
■さざなみのよる／木皿泉

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内６月特設コーナー ■
「明治 150 年」

今年は明治維新から 150 年目の節目の年。
全国各地で明治維新にスポットが当てられています。
幕末から明治時代の本などを集めています。
激動の時代に生きた人々の情熱にふれてみませんか。

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日〜金曜日 ９時〜 19 時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり 水
俣
病
を
語
り
継
ぐ

「
朗
読
講
座
」
開
講

　

水
俣
病
を
ど
の
よ
う
に
語
り
継

い
で
い
く
か
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

朗
読
に
託
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
朗
読
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
声
の
出
し
方
、
文
章
の
読
み

方
、
朗
読
の
基
本
を
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
18
日
㈪　

13
時
〜

15
時
・
19
日
㈫　

19
時
〜
21
時

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
水
俣

病
を
語
り
継
ぐ
会
・
吉
永
☎
83
・

７
１
８
１
／
FAX
　

62
・
１
７
９
９

第
61
回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未

来
へ
）
定
例
会
」

　
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）
定

例
会
」
を
開
き
ま
す
。
が
ん
患
者

と
患
者
家
族
が
対
象
で
す
。
支

援
を
し
た
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

交
流
会
で
は
、
お
茶
と
お
菓
子
を

用
意
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
15
日
㈮　

14
時
〜

（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階

■
内
容　

交
流
会（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
支
援
室
☎

63
・
８
８
３
３

平
成
30
年
度
熊
本
県
毒
物

劇
物
取
扱
者
試
験

　

農
薬
や
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
薬
品

の
う
ち
、毒
性
の
強
い
も
の
は
「
毒

物
及
び
劇
薬
取
締
法
」に
よ
り「
毒

物
」ま
た
は「
劇
物
」に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
農
薬
な
ど
の

販
売
に
は
、「
毒
物
劇
物
取
扱
責

任
者
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
毒
物
劇
物
取
扱
責
任

者
の
資
格
を
得
る
た
め
の
試
験
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

８
月
７
日
㈫　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

東
海
大
学
付
属
熊
本
星

翔
高
等
学
校
（
熊
本
市
）

■
試
験
の
種
類

○
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

○
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

　

試
験

○
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

　

試
験

■
願
書
受
付
期
間　

６
月
４
日
㈪

〜
15
日
㈮

※
願
書
は
、
県
福
祉
部
健
康
局
薬

務
衛
生
課
も
し
く
は
水
俣
保
健
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
、
６
月
15
日
㈮
消
印
有
効
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
保
健
所
☎

63
・
４
１
０
４

プ
な
ど
開
催
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

６
月
10
日
㈰　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

タ
ブ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

諸
橋
☎
０
９
０
・

９
３
８
０
・
４
８
０
０

詩
や
絵
な
ど
の
個
展

『
涙
が
な
が
れ
て
し
ま
っ
た
ら
』

■
展
示
期
間　

〜
６
月
30
日
㈯　

11
時
〜
15
時
、18
時
〜
21
時（
毎

週
㈫
・
㈬
は
定
休
日
で
す
）

■
場
所　

諸
国
屋
本
舗

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

諸
国
屋
本
舗
・

吉
本
☎
68
・
０
０
０
１

長男が生まれたときに、夫の職場
の人から贈られた絵本。なっちゃ
んの家に赤ちゃんが産まれた。マ
マは赤ちゃんのお世話で手いっぱ
い。なっちゃんは、ママを独り占
めにできないことで、これまでママ
にしてもらっていたお着替えや、髪
を結ぶことなどいろんなことを「ちょっとだけ」我慢
して頑張ります。
なっちゃんがお姉ちゃんとしての自覚が芽生えて、少
しずつ成長していく過程が長女と重なる。ちょっと
切なく、心にしみる一冊。子育て世代の全ての人に
おすすめです。

オススメ本
『ちょっとだけ』

著・瀧村有子／絵・鈴木永子

大矢 百百子さん・花ちゃん・湊くん

子育ての心がけ 「認めて褒めてあげる」

オススメオススメinこどもセンター

試 

験

湯の児海水浴場

【
有
料
広
告
】
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平
成
30
年
度
調
理
師
試
験

■
試
験
日　

８
月
28
日
㈫

■
試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

の
学
歴
を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食

施
設
な
ど
で
２
年
以
上
調
理
業
務

に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

■
願
書
配
布
場
所　

県
保
健
所
、

県
健
康
づ
く
り
推
進
課 

な
ど

■
願
書
受
付
期
間　

６
月
11
日
㈪

〜
15
日
㈮

■
願
書
提
出
場
所　

水
俣
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
づ
く
り

推
進
課
☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２

５
２

国
家
公
務
員
税
務
職
員

採
用
試
験

■
１
次
試
験
日　

９
月
２
日
㈰

■
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
高

　

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
人

②
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

　

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を 

卒

　

業
す
る
見
込
み
の
人

■
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http:

//w
w

w
.jinji-shiK

en.go.jp/
juken.htm

l

■
申
込
受
付
期
間　

６
月
18
日
㈪

９
時
〜
27
日
㈬（
受
信
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
九
州
事

務
局
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

英
語
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
で

友
達
を
増
や
そ
う
！

　

外
国
人
の
先
生
や
、た
く
さ
ん

の
友
達
と
一
緒
に
、楽
し
く
英
語

を
学
び
た
い
小
学
生
を
募
集
し
ま

す
。英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
野

外
活
動
な
ど
を
し
な
が
ら
新
し
い

発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

８
月
７
日
㈫
、８
日
㈬

■
場
所　

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

立
少
年
自
然
の
家

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
４
年
生

〜
６
年
生
の
児
童

■
参
加
料　

３
５
０
０
円

※
国
際
交
流
協
会
員
の
場
合
は

２
千
円

■
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
協
会
員

を
優
先
し
、
そ
の
ほ
か
は
抽
選
に

よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
内
容　

英
語
を
使
っ
た
グ
ル
ー

プ
活
動
や
ゲ
ー
ム
、野
外
活
動 

な

ど■
申
込
締
切
日　

６
月
29
日
㈮

必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
政
策
推
進

課
内
）
☎
61
・
１
６
０
６

平
成
30
年
度
政
府
主
催

慰
霊
巡
拝
事
業
参
加
募
集

　

厚
生
労
働
省
で
は
、先
の
大
戦

の
主
要
戦
域
や
遺
骨
収
集
が
困
難

な
洋
上
で
の
戦
没
者
の
遺
族
を
対

象
と
し
て
、海
外
慰
霊
巡
拝
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
☎

61
・
１
６
４
０

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
就
業

を
し
た
い
人
を
支
援
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
人
、

働
く
上
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し

就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
料
は
自
己
負
担
）
で
、
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

○
県
内
の
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
お

　

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
、
ま
た
は
、

　

過
去
に
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
っ

　

て
現
在
も
単
身
の
再
婚
し
て
い

　

な
い
人

○
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に

　

出
席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取

　

得
に
意
欲
の
あ
る
人

★
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

＋
介
護
福
祉
士
受
験
対
策

■
日
時

○
熊
本
会
場

　

７
月
４
日
㈬
〜
11
月
21
日
㈬
の

　

毎
週
水
曜
日
（
20
回
）
９
時
〜

　

16
時

※
８
月
15
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

○
八
代
会
場　

　

７
月
３
日
㈫
〜
12
月
11
日
㈫
の

　

毎
週
火
曜
日
（
20
回
）
９
時
〜

　

16
時

※
７
月
10
日
、
８
月
14
日
、
９
月

11
日
、
10
月
９
日
は
実
施
し
ま
せ

ん
。

■
場
所　

○
熊
本
会
場　

母
子
・
父
子
休
養

　

ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り

○
八
代
会
場　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ

　

ニ
ー
ホ
ー
ル

■
申
込
締
切
日　

６
月
20
日
㈬

★
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準

備
講
習
会

■
日
時　

７
月
30
日
㈪
、
８
月
６

日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪　

９
時

30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー

ム
し
ら
ゆ
り

■
申
込
締
切
日　

７
月
13
日
㈮

※
平
成
30
年
度
の
試
験
の
受
験
を

予
定
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

★
医
療
事
務
&
調
剤
薬
局
事

務
資
格
講
座

■
日
時　

８
月
25
日
㈯
〜
12
月
15

日
㈯
の
毎
週
土
曜
日
（
16
回
）　

９
時
〜
13
時

※
11
月
３
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

■
場
所　

松
橋
公
民
館（
宇
城
市
）

■
申
込
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
８

月
10
日
㈮

※
申
込
書
は
市
福
祉
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
子
ど

も
子
育
て
支
援
室
☎
61
・
１
６
６
０

離
職
者
向
け
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
訓
練
期
間　

８
月
３
日
㈮
〜
10

月
29
日
㈪

■
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
人

■
場
所　

市
公
民
館

※
無
料
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。定
員
は
５
人
で
す
。

■
訓
練
内
容　

左
表
の
と
お
り

■
定
員　

20
人

■
受
講
料　

無
料

※
教
科
書
代
な
ど
で
９
５
０
０
円

程
度
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
水
俣
で
職
業
相
談
を
し
て
申
込

書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

㈲
シ
ス
テ
ム
ラ

ン
ド
☎
０
９
６
６
・
22
・
６
９
９
１

マルちゃんカップ第３１回ビーチバレー
ｉｎくまもと

■開催期日　７月７日㈯・８日㈰
■場所　鶴ケ浜海水浴場およびマリンパークビー
チ
■募集種目　男子２人制、男子４人制、女子４人
制、男女混合４人制（男性２人、女性２人）
■参加料　
○２人制　１チーム３千円　
○４人制　１チーム６千円
■申込締切日　６月 11 日㈪　17 時必着
■問い合わせ　  ビーチバレーｉｎくまもと大会実
行委員会事務局（テレビ熊本内）☎０９６－３５１
－１１４０

芦北町・津奈木町 広域イベント情報

熊本復興支援イベント
「Music 夏フェス 2018」

　夏フェス実行委員会が楽しいイベントを企画し
ました。やうちブラザーズなど５団体が出演しま
す。
■日時　７月７日㈯　16 時開演（15 時 30 分開場）
■場所　つなぎ文化センター
■入場料
○前売り券　1500 円（大人・子ども共通）
○当日券　２千円（無くなり次第終了）
■前売り券取扱所　津奈木町政策企画課、つなぎ
舞鶴太鼓、つなぎ文化センター
■問い合わせ　夏フェス実行委員会 ・倉本（津奈
木町政策企画課内）☎７８－３１１４

科目 内容

学
科

パソコン概論 パソコンの設定とアプリケーションの知識

ネットワーク／クラウド概論 ネットワークの仕組みとクラウドの知識

職務・産業分野別概論 事務、営業、販売の業務の流れと概要

ビジネス総合スキル
コミュニケーション、ビジネスマナー、職業人意識
チームビルディング、マネジメント、コンプライアンス

就職支援
労働市場と仕事の明確化、自己理解、仕事理解、
ジョブカード活用法、応募書類、模擬面接

安全衛生 安全衛生の基礎知識と VDT 作業の知識

メンタルヘルス ストレスのレベルの違いと具体性、解消方法

実
技

パソコン共通操作 パソコントラブル対策とファイル管理

ネットワーク／クラウド演習 ネットワーク設定、クラウドの使用

文書作成演習 ビジネス文書、ビジュアル文書作成、試験対策

表計算作成演習
表作成と編集、演算、関数、グラフ作成と編集
データ集計、試験対策

プレゼンテーション演習 プレゼンテーション、会議・営業などの資料作成

職務・産業分野別作成演習
事務、営業、販売の流れとデータ活用
日次、月次、年次処理方法の習得

データ活用と分析 業務システムとオフィスアプリのデータ連携と分析

実務資料作成演習 事務、販売、サービス、営業職などの帳票作成

【芦北町】 【津奈木町】

募  集

63-4551

【
有
料
広
告
】
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公
民
館
「
市
民
教
室
」

受
講
生
２
次
募
集 

　

１
次
募
集
で
定
員
に
余
裕
が
あ

る
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
講
期
間　

平
成
30
年
６
月
〜

平
成
31
年
２
月
（
毎
月
２
回
、
18

回
以
内
）

※
２
次
募
集
の
受
講
生
は
、
６
月

開
講
の
１
回
目
、
２
回
目
な
ど
の

教
室
を
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
年
間
受
講
料　

３
千
円

※
各
教
室
で
必
要
な
教
材
費
は
実
費

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

■
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望

教
室
名
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
公
民
館
本
館
で
直
接

申
し
込
み
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。
受
講
申
込
者
が
５
人
未
満
の

場
合
は
教
室
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
15
日
㈮

※
ハ
ガ
キ
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
７

ー
０
０
６
５
、
浜
町
２
丁
目
10
番

26
号
、
市
公
民
館
本
館
☎
63
・

８
４
０
２
／
FAX 

84
・
９
１
１
９

放
送
大
学

10
月
生
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10

代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

９
万
人
の
学
生
が
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授

業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き

な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。
放
送
授
業

１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
千

円
で
す
（
入
学
金
は
別
）。
半
年

の
み
の
在
学
も
可
能
で
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

○
第
１
回　

〜
８
月
31
日
㈮

○
第
２
回　

〜
９
月
20
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６
・
３
４
１
・

０
８
６
０

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　

将
来
の
こ
と
や
人
間
関
係
、

学
校
・
仕
事
の
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
事
に
つ
い

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人

以
外
の
家
族
、
関
係
者
で
も
大

丈
夫
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

６
月
27
日
㈬　

10
時
〜

16
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
対
象
者　

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

人
と
そ
の
家
族
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
子
ど
も
・

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

６
・
３
８
７
・
７
０
０
０

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ
出
張
相
談
会

　

皆
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄

り
添
い「
働
き
た
い
」と
い
う
気
持

ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
６
日
㈬
、20
日
㈬

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

■
対
象
者　

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

求
職
中
の
人
ま
た
は
そ
の
家
族

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
５
・
37
・
８
７
３
９

就
学
の
こ
と
で
不
安
な
人
へ

市
教
育
支
援
相
談
会

　

平
成
31
年
度
の
就
学
に
向
け
て

の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
19
日
㈫
〜
21
日
㈭

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
面
談
時
間
は
、１
組
30
分
で
す
。

■
場
所　

市
公
民
館
本
館

■
対
象　

次
の
条
件
に
該
当
す
る

人
の
う
ち
、相
談
を
希
望
す
る
人

①
平
成
31
年
度
に
小
学
校
・
中
学

　

校
に
就
学
予
定
の
人

②
各
小
学
校
・
中
学
校
に
在
籍
し

　

て
い
て
、学
習
状
況
や
学
校
生

　

活
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

③
平
成
31
年
度
に
特
別
支
援
学
級

　

や
通
級
指
導
教
室
へ
の
入
級
を

　

考
え
て
い
る
人
ま
た
は
特
別
支

　

援
学
級
か
ら
通
常
学
級
へ
の
入

　

級
を
考
え
て
い
る
人

※
条
件
に
該
当
し
な
い
人
で
も
受

け
入
れ
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

保
護
者
が
直

接
電
話
で
申
し
込
む
か
、通
園
・
通

学
し
て
い
る
幼
稚
園
、保
育
園
、認

定
こ
ど
も
園
、小
学
校
・
中
学
校
を

通
じ
て
申
し
込
み

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
教
育

総
務
課
☎
61
・
１
６
３
６

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
向
け

経
営
相
談
室

　

営
業
者
や
、
今
ま
で
の
経
験
・

技
術
を
生
か
し
て
独
立
開
業
を
予

定
し
て
い
る
人
で
相
談
し
た
い
人
を
、

専
門
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
一
人
で
考
え
込
む
よ
り
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

○
経
営
相
談　

店
舗
の
新
築
、
改

　

装
計
画
、
資
金
繰
り 

な
ど
、
そ

　

の
他
経
営
全
般
の
相
談

○
融
資
相
談　

生
活
衛
生
融
資
の

　

利
用
方
法
と
手
続
き

○
税
務
相
談　

所
得
税
、
消
費
税
、

　

帳
簿
記
帳
申
告
の
相
談 

な
ど

■
日
時　

８
月
６
日
㈪　

10
時
〜

14
時

■
場
所　

水
俣
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
熊
本
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
６
・
３
６
２
・
３
０
６
１

九
州
一
斉
！ 

相
続
登
記
相

談
会
&
相
続
セ
ミ
ナ
ー

　
「
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
」
と

い
う
ま
さ
か
の
と
き
に
備
え
ら

れ
る
よ
う
、
相
続
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
熊

本
地
方
法
務
局
職
員
や
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
予
約
不
要
、

参
加
料
無
料
で
す
。
無
料
相
談

会
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

７
月
８
日
㈰

○
相
続
セ
ミ
ナ
ー　

13
時
〜
13

　

時
50
分

○
無
料
相
談
会　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
中
会
議
室

■
相
談
内
容　

法
務
局
、
司
法
書

士
の
業
務
全
般
に
関
す
る
事
項

（
相
続
・
遺
言
・
法
定
相
続
情

報
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
成
年

後
見
に
関
す
る
こ
と
、
お
金
の

貸
し
借
り
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ

ル 

な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
地
方
法
務

局
☎
０
９
６
・
３
６
４
・
２
１
４

５

教室名 講師 開催日
時間 市民教室の概要

料理 廣田 冨士子 第 1・3 ㈭ 
10:00 〜 12:00

安心・安全な食材を使って、楽しく健康的な料
理づくり

3B 体操 川田 ユリ子 第 2・4 ㈫ 
13:30 〜 15:00

ボール・ベル・ベルターの 3 種類の用具を使い、
気軽に健康体操

フラダンス 野口 紀美代 第 2・4 ㈮ 
13:00 〜 14:30

初心者向けの基礎講座を主に、アウアナ（現代
フラ）を懇切丁寧に指導

健康で楽しい
スポーツ吹矢

髙田 久
ひさとし

壽 第 1・3 ㈮ 
13:30 〜 15:30

腹式呼吸を取り入れた、老若男女誰にでもでき
るスポーツ

パソコン 河野 房夫 第 1・3 ㈬ 
13:00 〜 15:00

パソコンの基本原理、インターネット基礎、ワー
ド、エクセルの使い方

くらしに役立つ
デッサン

田中 郁子 第 2・4 ㈮ 
9:50 〜 11:50

鉛筆を使って石こう、野菜、自画像を描く、希望
者は色鉛筆、絵の具で着彩可

健康太極拳 前田 篤宏 第 2・4 ㈮ 
19:30 〜 21:00

病気にかかりにくい体づくり、予防医療の実践
の場として指導

セット・ダンス 森山 進  第 2・4 ㈭ 
10:00 〜 12:00 セット・ダンスで体を動かし、健康増進

初級フラダンス 下山 美里 第 1・3 ㈭ 
13:30 〜 15:00

フラの基本（ベーシック・ステップなど）から踊
りまでを楽しみながら指導

便利で楽しい
スマホ・タブレット

橋本 斉
ただとう

任
8 月〜 10 月の㈫
19:00 〜 21:00

※８/13 のみ㈪開催

スマホ・タブレットの基本操作から便利な活用
術を学ぶ

基礎からじっくり Word
&Excel 使いこなし

金澤 洋司
8 月〜 10 月 の㈭
19:00 〜 21:00

※８/17 のみ㈮開催

マウスやキーボードなどパソコンの基本操作か
ら実施

書道 宮﨑 明美 第 2・4 ㈬ 
13:30 〜 15:30 基礎学習、作品の創作、古典臨書など

琴伝流大正琴 永松 尚美 第 1・3 ㈪ 
10:00 〜 12:00 大正琴の音の出し方、合奏、初心者向け

プリザーブドフラワー 箭
や な い

内 郁子 第 1・3 ㈭ 
10:00 〜 12:00

プリザーブドフラワーなどを使って花のアレンジ
をする、初心者でも安心

茶道（表千家） 中村 洋子 第 1・2 ㈫ 
9:30 〜 11:30 表千家茶道の点

て ま え

前の指導

【水俣市公民館本館】

教室名 講師 開催日
時間 市民教室の概要

池坊生け花 廣田 治子 第１・3 ㈭ 
18:30 〜 20:30 季節の花、行事の花を楽しんで生ける

【分  館（旧  勤労青少年ホーム）】

相  談

♥

アジサイ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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雇
用
主
は
労
働
保
険
の
年

度
更
新
が
必
要
で
す

　
労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
期
間

６
月
１
日
㈮
〜
７
月
10
日
㈫

※
労
働
保
険
は
、労
災
保
険
・
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
る
と
、

国
が
職
権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正

し
い
労
働
保
険
料
の
額
を
決
定
し

た
上
で
、追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
集
合
受
け
付
け
会
も
開
催

　

労
働
保
険
料
は
指
定
さ
れ
た
機

関
の
ほ
か
、県
内
各
地
で
開
催
す

る
集
合
受
付
会
場
で
も
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間　

６
月
18
日
㈪
〜
７

月
９
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
☎

０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
２

犬
や
猫
を
迷
子
に
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

保
健
所
に
保
護
さ
れ
る
犬
や
猫

の
ほ
と
ん
ど
が
迷
子
で
す
。さ
ま

よ
っ
て
い
る
う
ち
に
交
通
事
故
な

ど
で
け
が
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

首
輪
が
付
い
て
い
て
も
連
絡
先

な
ど
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、飼
い

主
の
元
に
帰
る
こ
と
は
難
し
く
な

り
ま
す
。大
切
な
ペ
ッ
ト
を
危
険

に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
、迷
子
に

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

必
ず「
迷
子
札
」を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

★
そ
れ
で
も
迷
子
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら

　

す
ぐ
に
水
俣
保
健
所
か
水
俣
警

察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。「
そ

の
う
ち
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」で

は
手
遅
れ
に
な
り
ま
す
。迷
子
に

な
っ
た
ら
、す
ぐ
に
探
し
始
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
な
ま
た
ワ
ン

ニ
ャ
ン
た
す
け
隊
・
足
立
☎
０
９
０
・

１
１
６
３
・
１
９
８
８

「
歯
の
衛
生
週
間
」

無
料
歯
科
検
診
実
施

　

水
俣
芦
北
郡
市
歯
科
医
師
会

の
各
診
療
所
で
無
料
歯
科
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

80
歳
で
健
康
な
20
本
以
上
の
歯

が
残
っ
て
い
る
人
に
は
、
粗
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

■
期
間　

６
月
４
日
㈪
〜
９
日
㈯

■
場
所　

伊
藤
歯
科
医
院
、
出
来

田
歯
科
医
院
、
な
が
た
歯
科
医
院
、

み
の
だ
歯
科
医
院
、
浮
池
歯
科
医

院
、
深
水
歯
科
医
院

■
内
容　

無
料
歯
科
検
診
、
歯
科

用
品
進
呈
、
８
０
２
０
達
成
者
へ

の
粗
品
進
呈

■
問
い
合
わ
せ　

な
が
た
歯
科
医

院
☎
63
・
２
６
７
１

林
業
労
働
災
害
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、林
業
の
労
働
安
全
や

労
働
災
害
の
な
い
明
る
い
職
場
づ

く
り
を
目
的
に
、林
業
労
働
災
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、県
内
で
の
林
業
労
働
災

害
発
生
件
数
は
34
件
で
し
た
。死

亡
災
害
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、平
成
30
年
は
す
で
に
、昨

年
の
２
倍
の
労
働
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。労
働
災
害
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
も
、作
業
者
一
人
ひ
と

り
が
初
心
に
立
ち
返
っ
て
作
業
の

基
本
事
項
を
守
り
、安
全
な
作
業

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、夏
場
の
作
業
で
は
熱
中

症
や
蜂
刺
さ
れ
、マ
ダ
ニ
に
か
ま

れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
疾
患
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。安
全
と
健
康

の
た
め
に
十
分
な
対
策
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
南
広
域
本
部

芦
北
地
域
振
興
局
農
林
部
農
林
課

☎
82
・
２
５
２
４

薪
ス
ト
ー
ブ
の
手
入
れ
を

一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
季
節
も
終
わ

り
、
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
は
煙

突
掃
除
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
後
の

手
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
、
一
緒
に

作
業
や
見
学
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
家
で
使
っ
て
い
る
人
も
大

歓
迎
で
す
。
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
13
日
㈬　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
持
参
品　

軍
手
、
マ
ス
ク

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
エ
コ

ハ
ウ
ス
☎
84
・
９
０
０
６
（
開

館
10
時
〜
16
時
、
月
曜
休
館
）

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す

　

県
で
は
、
11
月
末
ま
で
、
建
築

物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び
現
地
調

査
を
行
い
ま
す
。
建
築
物
所
有
者

な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
調
査
時
の

立
会
い
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
は
県
が
委
託
し
た
「
大
成

ジ
オ
テ
ッ
ク
㈱
」
が
行
い
ま
す
。

工
事
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
は
一
切
行

い
ま
せ
ん
。

■
調
査
対
象　

戸
建
て
住
宅
以
外

の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
な
ど
の
建
築
物

■
問
い
合
わ
せ　

県
建
築
課
☎

０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
３
５

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
の

危
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

ミ
ツ
バ
チ
は
採
蜜
を
は
じ
め
、

果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ス

イ
カ
な
ど
の
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
に
不
可
欠
で
、
農
業
生
産
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期

の
農
薬
散
布
に
は
、
次
の
３
点
に

留
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意

　

事
項
を
よ
く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ

　

チ
に
影
響
の
あ
る
薬
剤
を
使
用

　

す
る
場
合
は
特
に
注
意
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置

　

や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報

　

を
共
有
す
る
。

③
防
除
時
は
、
水
田
の
周
辺
を
十

　

分
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱

　

に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
注

　

意
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
８
１

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散

布
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
に
よ
る
航
空
防
除
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
平
成
27
年
12
月

に
航
空
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
式
小
型
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な

ど
の
無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散

布
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
国
土
交

通
大
臣
の
許
可
・
承
認
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
薬
の

散
布
計
画
を
前
も
っ
て
県
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
指
導
指
針
で

は
、
機
体
は
国
指
定
機
関
の
認
定

機
種
が
使
用
で
き
、
操
縦
者
も
認

定
が
必
要
で
す
。
散
布
を
す
る
時

は
、
基
本
ル
ー
ル
を
守
り
、
事

故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
周

辺
の
住
民
や
作
物
、
ミ
ツ
バ
チ
の

巣
箱
な
ど
に
農
薬
が
飛
散
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
８
１

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ッ
ズ
ｉ
ｎ

古
墳
館

　

装
飾
古
墳
館
（
山
鹿
市
）
に
九

州
内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
が
集

合
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
い
ろ
ん
な
分
野
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
世
界
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
申
し
込
み

は
、
不
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
来

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
23
日
㈯　

10
時
〜

16
時

※
11
時
30
分
か
ら
は
、
く
ま
モ
ン

も
登
場
し
ま
す
。

■
場
所　

県
立
装
飾
古
墳
館

■
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

児
童

■
参
加
料　

無
料

※
一
部
材
料
費
が
必
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
装
飾
古
墳

館
☎
０
９
６
８
・
36
・
２
１
５
１

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源

で
す
。
県
で
は
、「
第
３
次
熊
本

県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進
計
画

〜
く
ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・

夢
プ
ラ
ン
〜
」
に
基
づ
き
、
食
育

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
、
食
の
持
つ
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近
な

人
と
大
事
な
「
食
」
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
づ
く
り

推
進
課
☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２

５
２

伝言板

編 

集 

後 

記

▼
棚
田
の
あ
か
り
の
取
材
で
訪

れ
た
久
木
野
寒
川
地
区
。
取
材

が
終
わ
り
、
歩
い
て
い
る
と
ぽ

つ
り
と
光
が
。
真
っ
暗
闇
の
中

に
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

数
年
ぶ
り
見
た
ホ
タ
ル
。
幻
想

的
な
輝
き
に
、
子
ど
も
の
頃
の

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
▼
近
年
は
、
ホ
タ
ル
の
数
が

減
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
棚

田
の
あ
か
り
と
ホ
タ
ル
の
光
。

輝
き
は
違
い
ま
す
が
、
こ
の
先

も
ず
っ
と
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
ね
。
今
年
は
ホ
タ

ル
の
撮
影
に
挑
戦
し
ま
す
！

▼
５
月
の
取
材
で
、
一
気
に
日

焼
け
し
ま
し
た
。
鼻
と
お
で
こ
、

腕
の
皮
は
す
で
に
一
皮
む
け
て
い

ま
す
。
人
と
し
て
も
、
一
皮
む

け
る
と
い
い
の
だ
け
れ
ど（
汗
）

▼
編
集
作
業
も
大
詰
め
の
５
月

28
日
、
水
俣
市
が
梅
雨
入
り
し

ま
し
た
。
広
報
担
当
と
し
て
は
、

カ
メ
ラ
を
雨
に
濡
ら
さ
な
い
か

心
配
の
多
い
季
節
で
す
が
、
明

け
れ
ば
夏
の
太
陽
が
待
っ
て
い

る
！ 

海
だ
、
祭
り
だ
、
花
火

だ
♪ 

取
材
に
走
り
回
っ
て
、
二

皮
、三
皮
と
脱
皮
で
き
る
よ
う
、

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
頑
張
り
ま
す
。福藤

【
有
料
広
告
】
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１・２・３_各店自慢の
グルメは、どれもおいし
そう♪　４_くまモンは
ステージで園児たちと
共演　５_ ガラポン抽
選会も行われた。当た
るかな !?　６_ あ〜ん！
おいし〜い♪

フォトリポート

　

５
月
３
日
〜
20
日
、
エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
バ
ラ
園
で「
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
春
２
０
１
８
」
が
開
か
れ
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
っ
た
６
０
０
種

４
千
株
の
バ
ラ
が
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
を
出
迎
え

ま
し
た
。

　

期
間
中
、
会
場
で
は
、
益
城
町

在
住
の
津
軽
三
味
線
奏
者
・
髙
﨑

１_ 約 300m のバラの壁　２_ 髙﨑裕士さん
によるライブ　３_ 水俣茶の新茶の振る舞い
４_ バラの妖精・エコバラちゃんも大人気♪　
５_ スケッチ大会　６_ブレスレットづくり体験
７_ 満開のバラを思い出に　８_ 水俣高校吹奏
楽部・書道部によるパフォーマンス　９_色も
形もさまざまのバラ　10_しおり作り体験　
11_ ロマンチックなバラのトンネル

　

５
月
19
日
・
20
日
、
エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
で
、
水
俣
市
や
近
隣
市
町

の
グ
ル
メ
を
集
め
た「
水
俣
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
水
俣
市
飲
食
業
同
業
組
合

が
開
い
た
も
の
で
、
市
内
を
中
心
に

出
水
市
や
芦
北
町
か
ら
18
の
店
舗
・

団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

黒
毛
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
丼
を
は

じ
め
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
ス
イ
ー
ツ
な

ど
、
い
ず
れ
も
こ
だ
わ
り
の
品
々
を

味
わ
お
う
と
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
よ
さ
こ

い
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
他
、
く
ま

モ
ン
も
登
場
す
る
な
ど
、
会
場
を

に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

６００種４千株が咲き誇る
ローズフェスタ春２０１８

2

　

５
月
19
日
に
、
久
木
野
寒
川
地

区
で
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選

ば
れ
て
い
る
美
し
い
棚
田
を
約
２
千

本
の
た
い
ま
つ
で
照
ら
す「
棚
田
の

あ
か
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

地
を
開
墾
し
、
苦
労
し
て
稲
作
を

始
め
た
先
祖
に
感
謝
し
、
棚
田
の

景
観
を
保
全
す
る
た
め
に
、
地
域

の
住
民
と
愛
林
館
に
よ
っ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

折
り
重
な
る
あ
ぜ
に
並
べ
た
竹
の

た
い
ま
つ
に
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
で
火
が
灯
さ
れ
る
と
、
水

面
に
映
る
揺
ら
め
く
炎
が
、
谷
間

に
棚
田
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

訪
れ
た
多
く
の
人
が
写
真
を
撮
る

な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

点
火
に
先
立
っ
て
会
場
で
は
、
地

元
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
ラ
イ
ブ
や

地
域
の
伝
統
芸
能
の
披
露
、
出
店

な
ど
も
あ
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

１_ たいまつの炎が
水面に映る幻想的な
光景２_一つ一つたい
まつに点火する　３_
地域の伝統芸能「久
木野棒踊り」４_竹の
たいまつ５_ 出店もに
ぎわった

地元の名物グルメが大集合！
水俣フードフェスティバル

１

裕
士
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
他
、
バ
ラ
の
花
び
ら
を
使
っ
た

ポ
プ
リ
作
り
や
し
お
り
作
り
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
水
俣
茶
の
新
茶
の

振
る
舞
い
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ
た

人
は
、
バ
ラ
の
香
り
と
音
楽
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

７

６

10

３

９

８

４

５

11

２千本のたいまつが照らす
「棚田のあかり」

１

２

３

４

５

１

４

２３

６ ５
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2018年（

平
成
30年

）
 6月
1日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
53　

☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
旭
印
刷
㈱

　
自
然
豊
か
な
水
俣
で
生
ま
れ
育
っ
た
杉
本

さ
ん
。子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
の
中
で
遊
ぶ

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。水
俣
で
野

外
活
動
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
他
、人
が
自
然
を
尊
重
し
共
生
す

る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

る
日
本
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、森
や
海
で
遊
び

な
が
ら
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る「
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
」を
各
地
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
自
然
と
は
関
係
な
い
仕
事
を

し
な
が
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
然
体
験
活
動

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、自
分
の
力
で
、自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
長
年

の
夢
か
ら
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
野
外
活
動
の
指

導
、恋
路
島
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
行
な
っ
て
い
る

「
海
岳
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
の
頃
に
、自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と

は
と
て
も
大
事
」と
話
す
杉
本
さ
ん
。月
に
３

回
ほ
ど
、市
内
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
と
、グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み
な
ま
た
で
、さ
ま
ざ
ま
な

自
然
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。体
験
に
よ

る
子
ど
も
の
成
長
を
見
る
こ
と
や
み
ん
な
笑

顔
で
帰
っ
て
く
れ
る
な
ど
や
り
が
い
も
多
い

そ
う
で
す
。

　
近
年
水
俣
は
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
ス
キ
ュ
ー

バ
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
て
、水
俣
の

自
然
を
体
験
し
よ
う
と
、市
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
水
俣
に
来
て
、

自
然
に
触
れ
て
ほ
し
い
」。豊
か
な
自
然
は
、

水
俣
の
宝
。多
く
の
人
に
水
俣
の
自
然
を
発

信
し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
杉
本
さ
ん

の
活
躍
は
続
き
ま
す
。

Vol.17

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

野外活動インストラクター

杉本 崇 さん（梅戸町）

　海や山、豊かな自然に囲まれた水俣。四季ご
とにさまざまな自然体験を満喫することができ
ます。子どもから大人まで楽しめる野外活動。子
どもたちにとっては、学ぶ場にもなります。自然
活動体験を通して、自然の中で遊ぶ楽しさを伝
えているのが、野外活動インストラクターの杉
本崇さんです。

6月3日は、湯の児海水浴場で海開き。杉本さんは、シーカヤックを教え
ます。

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

み  

た  

け

★作り方
①鍋にＢを合わせ中火にかける。
② ①が溶けたらＡを入れ、全
　体にからめて火から下ろす。
③空気に触れさせながら、冷
　ますように混ぜる。
④豆が完全に乾く前に片栗粉
　を入れる。パラパラになっ
　たらできあがり。

おう
ちで

簡単
給食レシピ

今月の献立
「チョコタフィー」

【ひとくちメモ】６月４日～10 日は歯と口
の健康週間。給食では、噛む力をつける「か
みかみメニュー」を提供していて、チョコ
タフィーもその一つ。おやつ感覚で食べら
れます。大豆だけでもおいしいですよ♪

★材料（作りやすい分量）
いり大豆
ピーナッツ
純ココア
砂糖
水
片栗粉

100g
  60g
大さじ１杯半
大さじ３杯強
  20cc
大さじ２杯強

Ａ

Ｂ
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